


ご使用方法 
 

<前面> 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電池の挿入／交換と初期化 
 

この時計は単３乾電池を２個使用します。電池蓋を開け、

±の表示にしたがって電池を挿入してください。リセット

ボタンを一度押して時計を初期化してください。電池蓋を

閉じれば時計は使用できます。 

 

重要事項： 

電池挿入後、リセットボタンが押されないと時計は正常に

駆動しません。ご使用前に必ず時計をリセットしてくださ

い。 

 

液晶表示が暗いか、消える、またはスヌーズ／ライトボタ

ンを押してもライトが弱い、点灯しない場合は電池を２個

とも新しい電池と交換してください。 

 

電波受信について 
 

この時計は、標準電波送信所より送信されている、時刻情

報をのせた電波を受信することで、自動的に時刻合わせを

行います。 

 

電池を挿入する前に“電波修正オン・オフ”スイッチを

ご希望の位置にセットしてください。同スイッチが“オン”

の位置では電波受信を行いますが、スイッチが“オフ”の

位置では電波受信機能が停止しますので、手動による時刻

修正を行います。（任意の時刻に合わせたい場合などにお

使い下さい） 

 

 

 

 

<裏面> 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“電波修正オン・オフ”スイッチが“オン”の位置にセ

ットされていると、電池の挿入後、時計は自動的に電波受

信を開始します。時刻表示右上の電波信号マークが点滅を

始め、受信が進行中であることを表示します。 

 

受信が完了すると、時刻及びカレンダーが自動的に修正さ

れます。同時に電波信号マークの点滅が停止し、時刻合せ

が完了したことを表します。 

 

重要事項： 

1. 電波の受信中に手動で時刻を修正すると、受信は直ち

に停止します。 

2. この時計は電波送信所からの標準電波の受信により

正確に時を刻みますが、使用環境によっては、電波が

弱く、適切に受信できない場合があります。この場合

は電波信号マークが消え、受信出来なかったことを表

しますので、時計が適切に受信できるよう、時計の向

きを変えたり、場所を変えたりしてからセットボタン

を一度押し、受信をやり直してみてください。どうし

ても電波を受信できない場合は手動で時刻修正を行

って下さい。 

3. 電池の挿入時に“電波修正オン・オフ”スイッチが

“オフ”の位置にセットされていると、電池挿入後に

電波受信は行いません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

手動による時刻修正 
 

セットボタンを２秒ほど押してください。年の数字が点滅

します。“進む”または“戻る”ボタンを押して修正して

くだい。 

セットボタンを一度押します。月と日付の数字が点滅 

します。“進む”または“戻る”ボタンを押して修正しま

す。一度押すごとに日付が１日変わります。月末、あるい

は月初めを過ぎると月の数字が修正されます。 

セットボタンを一度押します。時分の数字が点滅します。

“進む”“戻る”ボタンを押して修正します。一度押すご

とに分数字が一つ変わります。一方、分数字が００分を過

ぎると時の数字が修正されます。 

修正後、セットボタンを一度押すと手動修正が完了しま

す。 

 

注： 

1. 修正中に“進む”または“戻る”ボタンを押し続け

ると、早送りになります。 

2. 修正中に時計を約３０秒間放置すると修正モードは

自動的に終了します。 

 

アラームのご使用方法 
 

アラーム時刻セットを始めるには“進む”または“戻る”

ボタンを一回押します。カレンダーの月日表示に変わりア

ラーム時刻が表示され点滅しています。“進む”または

“戻る”ボタンを押してアラーム時刻をセットしてくだ

さい。ボタンを一度押すごとに分の数字が一つ(１分)変わ

ります。００分を過ぎると時の数字が変わります。セット

中に“進む”または“戻る”ボタンを約２秒間押し続け

ると数字が早送りされます。セットが終わった後、時計を

そのまま約５秒間放置するとアラームセット・モードは

自動的に終了します。 

 

アラームとスヌーズ機能： 

アラームを使用するためにはアラームスイッチを“オ 

ン“にセットします。現在時刻がアラーム時刻に達すると、

アラームは約５分間鳴ります。 

 

スヌーズ／ライト ボタンを押すとスヌーズ機能によりア

ラームは一度停止し、約５分後に再び鳴ります。ボタンを

押さない場合は約５分後に一度停止しますが、オート/ス

ヌーズ機能が働き約５分後に再びアラームが鳴ります。 

 

注： 

1. オート・スヌーズ機能ではアラームは最大８回(最初

のアラーム＋オート/スヌーズ７回)まで繰り返しま

すが、その５分後にアラームは停止し、スヌーズ・ア

ラームは鳴らなくなります。 

2. スヌーズ機能を使用せずにアラームを止める場合は

アラームスイッチを“オフ”の位置にセットしてく

ださい。 

 

 

 

バック・ライトの使用方法 
 

スヌーズ／ライト ボタンを押すとバックライトが約４秒

間点灯します。 

 

時刻表示方式 
 

時刻表示切替スイッチを“１２”の位置にセットすると

時刻は１２時間（ＡＭ／ＰＭ）表示となり、“２４”の位

置にセットすると２４時間表示に切替わります。 

 

アラーム音の試聴 
 

モニターボタンを押すと、アラーム音を試聴できます。 

 

製品仕様 

 
＜時計機能＞ 

■東日本、西日本の標準電波送信局を自動選局して受信す 

 る電波修正機能付時計。（午前、午後 2時、5時、8時、 

 11 時に自動受信） 

■時計精度：平均月差±30 秒以内（常温での使用時） 

 （電波受信による時刻修正を行わない場合） 

■時刻表示：時、分、秒、月、日、曜日（カレンダーは日 

 本語表示） 

 

＜温度・湿度計測＞ 

■使用温度範囲：0℃～＋50℃ 

■温度表示：－20℃～＋60℃ 精度：±2℃ 

 （－20℃以下は LL表示、60℃以上では HH 表示） 

■湿度表示範囲：20％～95％（温度表示 0－60℃の場合） 

 精度：25℃で 60％の時±7％ 

 （20％以下は LL 表示、95％以上では HH表示） 

 

■使用電池：単三型乾電池Ｘ2個 

■電池寿命：約 12 カ月 

 （アラーム設定毎日 1回・ライト 1回使用した場合） 

■アラーム機能：５分間の電子音アラーム 

■スヌーズ機能：５分間のスヌーズ機能が最大８回まで 

■バックライト機能 

<電池蓋> 

進む セット 戻る スヌーズ／ライト 

本モデル（THM-020）には、リセット時に表示さ

れる“    ”、“               ”の機能は付い

ておりません。 

アラームスイッチ 

電波信号マーク 

スタンド 
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